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はじめに 

 

 平成 13 年の１月に、21 世紀の特殊教育の在り方に関する調査研究協力者会議の答申と

して「21 世紀の特殊教育の在り方について〜一人一人のニーズに応じた特別な支援の在り

方について〜(最終報告)」が文部科学省から公表され、平成 15 年３月には「今後の特別支

援教育の在り方について（最終報告）」が公表された。この中で基本的方向として、障害の

程度等に応じ特別の場で指導を行う「特殊教育」から障害のある児童生徒一人一人の教育

的ニーズに応じて適切な教育的支援を行う「特別支援教育」への転換を図っていくことが

示された。この特別支援教育における新たな取組の一つとして、従来特殊教育の対象とさ

れていなかった通常の学級に在籍する学習障害（ＬＤ）児、注意欠陥／多動性障害（ＡＤ

ＨＤ）児、高機能自閉症児についても教育的支援を行っていく方針が提示された。 

本プロジェクト研究は、この政策課題に沿って実施されたものであり、特に通常の学級

におけるＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症のある児童生徒に対する指導や支援の内容・方法、

教育課程の在り方等について明らかにすることであった。そして、この研究成果をＬＤ・

ＡＤＨＤ・高機能自閉症のある児童生徒の指導・支援にあたる教師が実践の中で活用しや

すいマニュアルとしてまとめ、特別支援教育の拡充を図るという政策課題に実際的に対応

していくことが大きな目的の一つとされた。これに対して「ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉

症等の子どもの指導ガイド」を中間報告書として作成し、広く普及を図るため出版社より

市販をした。 

この他に、本プロジェクト研究では、現在行われている指導法を自立活動に該当すると

考えられるものとそうでないものに分ける研究を行い、今後のＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自

閉症のある児童生徒に対する指導や支援のあり方を指導法の視点から検討する研究を行っ

た。さらに、通常の学級における支援として現在どのような配慮等が行われており、その

中でどのような課題があるかを調べ、現場で参照しやすい配慮リストの作成を試みた。ま

た、気付きから指導・支援の実践、評価までを計画的に実践するためには欠かせない「個

別の指導計画」を通常の学級に在籍する児童生徒について作成するための考え方や要件、

課題について検討しまとめた。 

 以上のような研究を行った成果から、先述した「ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症等の子

どもの指導ガイド」としてまとめたもの以外について本報告書にまとめた。本プロジェク

ト研究の成果を通して、この分野における研究の一層の発展と、現場におけるＬＤ・ＡＤ

ＨＤ・高機能自閉症等の子どもへの支援の充実に寄与できることが、本研究に参加した全

ての者の願いである。 
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